




疾病に応じ終末期の軌道は異なるといわれています。

老衰、認知症型では緩やかな下向軌道を描き、ある時点で寝たきりになったとして
も、すぐに終末期を向けあるわけではなく、その予後を推測することは困難です。

慢性心不全や慢性呼吸不全といった臓器不全型では急性増悪を繰り返しながら、
人生の最終段階に向かいます。
治療あるいは観察を行わなければ終末期かどうか判断困難
どのような治療をどこでどの程度行うのか？

がん終末期
身体機能が低下後数ヶ月の予後

非がん高齢者としての経過とは？






















































